
私たちの道
MC WAY を感じる

経験したことのない案件との向きあい方

1. 経験したことのない案件への関与
案件の全体感がつかめず、先が見通せない状態で始まることが多い。
自分なりに調べるが、しっかりとは、理解できていないことを感じ不安な状態。
レビューで修正頂こうという甘えた気持ち。
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2. そうした時に考えること
・  私が PJ メンバーである意味はなにか。期待されていることはなにか ?
　　お客さま、PJ メンバーに対して価値提供ができているか。
　　 　役割を理解して、しっかりと対応すること。役割を広げる動きをすること。
　　　　→自身の業務、PJ の結果に責任を感じるようになり、行動 ( お客さまとの関わり方 ) が自然と変わり、　
　　　　　楽しくなってくる。
・  わからないことを前向きにとらえる
　　不安、心配だな、といった感情は、気を抜くとやる気を次第に削いでいく。
　　　 「わからないこと・できないこと」が「わかる・できる」は、わかりやすい成長ととらえる。
　　　　=「わからないこと・できないこと」は成長の機会。ボーナスタイム !

 

3. 今後に向けて
挑戦を継続する。
　・ コンフォートゾーンは徐々に広がっていく。
　・ 挑戦を継続し、コンフォートゾーンの外に居続ける意識をもつことで成長し続ける。
　・  お客さま、PJ メンバーに対して提供価値を増大させていく。


